
2011年度 成年後見人養成研修(本会通信研修)募集要項
社団法人　日本社会福祉士会　生涯研修制度専門分野別研修
１．研修の目的：　この研修は、成年後見人等として実務を担う本会会員（成年後見人等受任候補者）の養成を目的とします。研修修了後は、原則として権利擁護センター「ぱあとなあ」の成年後見人候補者名簿に登録していただきます（名簿登録料10,000円が必要です）。
２．研修期間：　２０１１年８月１日～２０１２年３月３１日（８ヶ月）

３．受講対象：　本会正会員であって研修修了後、権利擁護センター「ぱあとなあ」に後見人候補者として名簿登録し受任できる者のうち、次の要件のいずれかに該当する者
1 生涯研修制度「共通研修課程」修了有効期間内にある者
（2011年4～6月申請による見込者を含みます）
2 都道府県の会長が成年後見活動に資すると認める者
（基礎研修を受講済みであることが必須要件となります）
４．定　　　員：　８０人
※本研修は、委託集合研修での受講が困難な方のための研修と位置づけているので、
委託集合研修を実施していない都道府県社会福祉士会に所属している方の受講を優先します。
 都道府県社会福祉士会推薦枠も同様に委託集合研修を実施していない都道府県社会福祉士会の方を優先するため、委託研修を実施している都道府県社会福祉士会からの推薦枠は1名程度とします。

 なお、受講申込が多い場合、委託集合研修の定員に応じて都道府県社会福祉士会間調整を行います。受講要件を満たしていても必ずしも受講できないことがありますのでご了承下さい。
５．受　講　料：　５５，０００円　※市販テキスト代約１３，０００円（送料込）は別途必要です。
内訳：通信研修受講料３０，０００円（通信費含む）、スクーリング費２５，０００円
６．研修方法：　（１）通信研修（＝自宅における課題学習とレポートの提出）
(２) スクーリングに向けた事前課題（＝自宅における課題学習とレポートの提出）（３）スクーリング(＝２０１２年２月１０日(金)～１２日(日)　東京)　　　
７．申込方法：

1 受講申込書（様式１）に必要事項をご記入のうえ、所属の都道府県社会福祉士会へ郵便でお申し込みください。※なお、岩手県、福島県社会福祉士会の方は日本社会福祉士会へご提出ください。
2 申込期間：２０１１年５月１３日(金)～２０１１年６月１３日（月）（当日消印有効）まで
※委託集合研修もしくは本会通信研修のいずれかの申込とします。なお、委託集合研修と本会通信研修の掛け持ち申込があった場合、原則として委託集合研修の申込を優先します。　

【問い合わせ先】（社）日本社会福祉士会　担当/縄田　(平日9：00～17：30)

TEL：03‐3355－6541　FAX：03‐3355－6543 E‐mail: seinenkoken@jacsw.or.jp
８．受 講 者 決 定：受講可否の決定は、７月下旬に申込者全員に郵便でご連絡する予定です。
電話等での受講の可否のお問い合わせには応じられません。

９．受講決定後のキャンセルについて：受講決定後、委託集合研修の受講決定等によるキャンセル等に対応するため、一定期間受講をキャンセルできる期間を設定します。具体的なキャンセル方法は、受講決定時に書面でご案内します。
1０．修 了 要 件：　研修の修了には、下記の全てを満たす必要があります。
①　通信科目（９科目）全ての評価が「可」であること（再レポートで「可」となった場合も「可」評価とみなす）

②　スクーリングの全てのプログラムに出席すること、所定の課題を提出すること

１１．主催：　社団法人日本社会福祉士会　生涯研修センター
１２．期 間 延 長：　期間内に研修が修了できなかった場合、延長手続き（別途費用が必要）により、

研修期間を延長することが可能です。詳細は、受講決定者にあらためてご案内します。
１３．研修の全体

○通信研修      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                          
	学期
	科目名
	科目の目標

	１学期

2011年8月1日

～9月25日
	社会福祉士と成年後見
～権利擁護の視点から
	１　社会福祉士の専門性を活かした成年後見人等としての活動内容を理解する。

２　後見活動を行ううえで必要な権利擁護の視点や、行動規範としての倫理、最新動向を理解する。

	
	成年後見制度の解説
	１　制度が成立した背景及び制度の趣旨と理念を理解する。

２　法定後見制度と任意後見制度の概要を理解する。

３　後見制度の周辺にある制度を理解する。

	
	社会福祉士会と成年後見
活動
	１　権利擁護センターぱあとなあの機能、組織について理解する。

２　支部ぱあとなあの活動について理解する。

３　研修修了後の支部における自己の成年後見活動に関する具体的なイメージをつかむ。

４　他団体の動きを理解する。

	２学期

2011年10月1日

～11月25日
	成年後見活動のための
精神医学
	１　後見制度における診断書、鑑定書について理解する。

２　認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等を理解するために必要な医学的知識を習得する。

	
	家庭裁判所の実務の理解
	１　家裁における後見担当部局の概要（裁判官、調査官、書記官それぞれの役割）を理解する。

２　家裁における家事審判手続きについて理解する

	
	身上監護の知識
	１　身上監護を行ううえで、ふまえておくべき考え方を理解する

２　身上監護とされる項目を習得する

３　後見活動上の留意点に配慮できるようになる

４　権利侵害に対抗する手続きを理解する

	３学期

2011年12月1日
～2012年1月25日
	財産法の基礎 
	成年後見人等として活動する際に必要な財産法の基礎的知識を習得する。

	
	財産管理の知識
	１　成年後見活動に必要な財産管理の基本的事項を理解する。

２　財産管理に必要な具体的方法に関する知識を習得する。

	
	家族法の基礎
	１　成年後見人等として実際に活動する際に必要な親族法の基礎知識を習得する。

２　成年後見人等として実際に活動する際に必要な相続法の基礎知識を習得する。


	日程
	科目
	科目の目標
	形態
	時間(分)
	事前課題

	１

日

目
	2012年

2月10日(金)
12:30～17:00
	社会福祉士会と成年後見活動
	１．事例検討を通しての成年後見のあり方の再確認

２．成年後見人としての実務に

必要な知識、関係機関への

依頼・連携の仕方について

理解する。

３．成年後見に資することのできる

　ネットワークづくりのための人的

　交流を図る。
	講義
	60
	

	
	
	社会福祉士と成年後見～権利擁護の視点から
	
	講義
	60
	

	
	
	演習１（ぱあとなあにおける相談演習）
	
	演習
	120
	事前課題

	２

日

目
	2012年

2月11日(土)

9:00～16:30
	財産管理のための知識
	
	講義
	90
	

	
	
	後見事務の実際１
	
	報告

解説
	90
	

	
	
	身上監護のための知識
	
	講義
	90
	

	
	
	後見事務の実際２
	
	報告

解説
	90
	

	３

日

目
	2012年

2月12日(日)

9:00～16:30
	演習２（財産の調査及び目録の作成演習）
	
	演習
	120
	事前課題

	
	
	演習３（後見計画策定演習）
	
	演習
	120
	事前課題

	
	
	今後の後見活動について（報告・グループ討議）
	
	演習
	60
	事前課題

	※会場の都合等で開始・終了時間は前後する可能性があります。


○スクーリング


【郵送】でお申し込みください。　
私は、本研修受講申込に際し、研修修了後、成年後見人等として権利擁護センター「ぱあとなあ」に名簿登録し受任する意思があり、下記のとおり本研修の受講を申し込みます。

	１．氏名（ふりがな）
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　

	２．会員番号
	
	３．所属社士会
	　　　　　 (都道府県社士会)

	３．連絡先

	電話番号：　　　　　　　　　　ＦＡＸ：

E-mail：

	４．受講要件

（いずれかに該当する必要があります）
	□　生涯研修制度「共通研修課程」修了有効期間である
· 基礎研修受講済みである　(都道府県社会福祉士会の会長が成年後見活動に資すると認めるための必須要件)


	５．都道府県推薦
希望動機
	都道府県社会福祉士会では、推薦の要件を設定しているところもあります。推薦の参考にしますので、都道府県社会福祉士会の推薦を希望される方は、以下の該当する項目に全てチェックください。

□  都道府県社会福祉士会で主催している「成年後見活用講座」を修了

□　成年後見制度に関する研修を受講している。

（研修名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	志望動機記述欄：



	６．その他
	


【受講上の注意】

· 研修上必要な事務連絡及び教材等は、日本社会福祉士会ニュース送付先と同一住所に郵便または宅急便、メール便等　　　

で送付します。送付物が届くよう、住所等の変更が必要な方は、事前に必ず変更の手続きを行って下さい。

· 受講決定後のキャンセルは、受講決定時にご案内します。
· 本研修は、生涯研修制度の専門分野別研修に位置づけられています。研修修了後、専門分野別研修認定申請を行う

ことができます。

【申込受付期間】２０１１年５月１３日(金)～２０１１年６月１３日（月）（当日消印有効）まで

　　　　　　　受講可否の決定は、２０１１年７月下旬頃、申込者全員に郵便でご連絡いたします。
【申込書送付先】所属する都道府県社会福祉士会の事務局へ郵送にて申し込みください。
※なお、岩手県社会福祉士会、福島県社会福祉士会の方は日本社会福祉士会へ郵送ください。
【都道府県社会福祉士会記入欄】以下の欄には申込者は記入しないでください。
	上記の者の「２０１１年度 成年後見人養成研修（本会通信研修）」の受講を推薦します。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　社会福祉士会　　会長　　　　　　　　　　　　　　印




※各都道府県社会福祉士会は、推薦の可否について申込者に連絡してください。
（様式１）








